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第２回：マスキングアプリと、個人情報を預

けるということ 

福祉現場で生成 AI を活用したいと考えた

とき、最初に立ちはだかる問いがある。 

それは、「何を、どこまで AI に入力してよ

いのか」という問いである。 

会議録、支援記録、アセスメント、ケアプラ

ン、相談内容の整理。福祉の現場には、文章

にしなければならない仕事が山のようにあ

る。日々の記録に追われ、手入力の負担に疲

弊している職員も少なくない。だからこそ、

生成 AI によって文章作成の負担を軽くし

たいという思いは、現場の実感としてとて

もよくわかる。 

しかし、福祉の記録には、常に人の暮らしが

含まれている。 

氏名、住所、年齢、家族構成、病歴、障害、

生活困窮、虐待、孤立、意思決定の難しさ。

そこに書かれているのは、単なる業務情報

ではない。本人にとって、とても繊細で、簡

単に外へ出してよいとは言えない情報であ

る。 

 

生成 AI は、便利な道具である。 

しかし、もともと個人情報をそのまま入力

することに向いた道具ではない。 

私たちは日頃、支援記録や会議録をクラウ

ド上のシステムに保存している。そこでは、

一定の契約や管理のもとで、クラウド事業

者が内容に立ち入らないことを前提に運用

されている。いわゆる「クラウド例外」と呼

ばれる考え方がある。 

 

一方で、生成 AI に情報を入力するという行

為は、単にどこかへ保管することとは少し

違う。入力した内容を AI に読ませ、要約さ

せ、整えさせ、別の文章に加工させる。その

点で、通常のクラウド保管とは異なる論点

が生じる。 

このあたりの考え方は、今も議論が続いて

いる。制度の見直しも進んでおり、今後、生
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成 AI と個人情報の扱いについては、さらに

整理されていくのだと思う。 

 

ただ、仮に制度上の扱いが一定程度整理さ

れたとしても、私自身は、福祉現場の個人情

報を生成 AI にそのまま入力することには

慎重でありたいと考えている。 

なぜなら、もし何かが起きたとき、AI は責

任を負ってくれないからである。 

もちろん、サービス提供事業者の責任や、組

織としての管理責任が問われる場面はある

だろう。しかし、現場で最初に問われるの

は、「なぜその情報を入力したのか」という

判断である。もし入力していなければ、その

事故は起きなかったのではないか。そう問

われたとき、説明するのは AI ではなく、入

力した本人であり、その組織である。 

 

もう一つ、避けて通れない視点がある。 

それは、本人がどう感じるかということで

ある。 

自分の病気のこと、家族との関係、生活の困

りごと、支援者にだけ話したこと。そうした

情報が、生成 AI に入力されていたと知った

とき、本人はどう感じるだろうか。 

 

「AIは私のことを何と言っていたのですか」 

「その文章を見せてください」 

そう言われたとき、私たちは何をどこまで

説明できるのだろうか。生成 AI がそのとき

出力した文章が残っていなければ、開示す

ることすらできないかもしれない。 

法的にどうかという問題だけではない。 

本人に説明できるか。 

本人が納得できるか。 

支援関係の信頼を損なわないか。 

福祉の現場で生成 AI を使うとき、この問い

はとても重い。 

 

そうした背景の中で、私は一つの小さな試

みを始めた。 

個人情報を自動で置き換える、マスキング

アプリの開発である。 

 

 

 

 

 

 

 

 
[デスクトップに設置したマスキングアプリのショ
ートカット] 

 

仕組みはシンプル。記録やメモの文章をア

プリに貼り付けると、氏名、住所、年齢、機

関名、担当者名などの固有情報が、「氏名１」

「住所１」「担当者１」のように置き換えら

れる。クラウドには送らず、パソコンの中だ

けで処理が完結する。 

そのマスキングされた文章を生成 AI に入

力し、「議事録風に整えてください」「支援記

録として読みやすくしてください」と依頼

する。AI が整えた文章を、もう一度アプリ

に貼り付けると、置き換えられていた固有

情報が元に戻る。最後に、その文章を普段使

っている記録システムに保存する。 

つまり、生成 AI に渡す前に、個人を特定で

きる情報をできる限り外すための道具であ

る。 

 

このアプリの開発には、四、五か月ほどかか

った。かなり完成度は上がり、実際に相談支



290 

 

援事業所の方にも試していただいた。 

そこで返ってきたのは、ある意味で予想し

ていた声だった。 

「便利だけれど、毎回コピーして貼り付け

るのは少し面倒ですね」 

確かに、手間はある。文章を貼り付け、マス

キングし、AI に入力し、出力を戻し、再び

アプリに貼り付け、固有情報を復元する。

様々な業務フローが AI で自動化されつつ

ある感覚からすれば、遠回りに見えるかも

しれない。 

最近では、業務システムそのものに生成 AI

のボタンが付いていることも増えてきた。

ボタンを押すだけで文章が整う。画面の中

で完結しているように見えるため、まるで

自分のパソコンの中だけで処理されている

ように感じることもある。 

しかし実際には、その裏側で、どこの事業者

の、どこの国の、どのようなクラウドに情報

が送られているのかを、私たちは十分に知

らないまま使っていることがほとんどだ。 

便利さの陰で、安全性への問いが見えにく

くなることがある。 

私がマスキングアプリを作ったのは、これ

を絶対に使ってほしいからではない。むし

ろ、このアプリは一つの問いを見える形に

するための道具なのだと思っている。 

生成 AI に個人情報を入力するとは、どうい

うことなのか。 

その前に、何を外す必要があるのか。 

どこまでなら本人に説明できるのか。 

誰が責任を持つのか。 

マスキングアプリは、その問いを現場に持

ち込むための、象徴的な補助線である。 

 

現在、このアプリは一つの法人で試験的に

使っていただけることになった。実際に運

用してみれば、きっと新しい課題が見えて

くるだろう。手間の問題、精度の問題、職員

が使い続けられるかどうか、そもそもどの

場面で使うべきなのか。答えはまだ出てい

ない。 

 

医療の世界では、すでに電子カルテと生成

AI の連携が進み始めている。医師の業務負

担を軽くするために、AI が記録や要約を支

援する流れは、今後さらに広がっていくだ

ろう。そうなれば、私たちの身体や生活に関

する情報が、AI の仕組みの中で扱われるこ

とは、ますます日常的になっていくのかも

しれない。 

その流れを、ただ不安だと言って止めるこ

とは難しい。 

 

 

一方で、「便利だから仕方がない」と、考え

ることをやめてしまうのも違う。 

福祉の現場で扱っているのは、効率化の対

象である前に、一人ひとりの人生である。だ

からこそ、生成 AI を使うときには、技術の

便利さだけでなく、本人への説明可能性、支

援関係への影響、そして現場職員が背負う

責任について、丁寧に考える必要がある。 

生成 AI を「使わない」という選択肢や、生

成 AI に「すべてを委ねる」という選択肢二

者択一ではなく、その間にいくつもの補助
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線を引くことができるはずである。 

個人情報をそのまま入力しない。 

入力する前に、何を外すか考える。 

AIが出した文章を、そのまま記録にしない。 

本人に説明できる使い方かどうかを考える。 

新人に「この使い方なら大丈夫」と説明でき

るか。 

組織として、どこまで使うのかを話し合う。 

その一つひとつは、少し面倒かもしれない。 

けれども、それら一つ一つの中に、対人援助

の現場が失ってはいけない倫理の課題があ

る。 

 

生成 AI 時代の対人援助には、新しい技術だ

けでなく、新しい慎重さも必要なのだと思

う。 

 


